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　Abstract:　Observations of weather parameters at two ice-free areas (Yukidori Zawa in 
Langhovde and Kizahashi Hama in Skarvsnes) on the Sôya Coast, East Antarctica, had 
been conducted since 2010 using automatic weather stations (AWSs).  By comparing the 
data obtained from two AWSs with those at Syowa Station (Ongul Islands), we observed a 
degree of variability in seasonal and annual air temperature and solar radiation.  However, 
throughout the year, both ice-free areas experienced approximately 1⊖2℃ higher 
temperatures and 50% lower wind speeds compared with Syowa Station.  Relative 
humidity and solar radiation (which may be inﬂuenced by topographic shading) recorded 
by both AWS, were ～10% lower than those recorded at Syowa Station.  In addition, the 
numbers of days above 0℃ at both sites was nearly twice that at Syowa Station; we 
recorded ～200 W/m2 of solar radiation and wind speeds of 3⊖4 m/s.  These differences in 
weather parameters between the Ongul Islands and ice-free areas on the southern Sôya 
Coast potentially affect the activities of terrestrial biota, and might account for the 
signiﬁcant differences in vegetation between the two areas.
　要旨:　昭和基地南方の二つの露岩域（ラングホブデ雪鳥沢・スカルブスネスき
ざはし浜）に自動気象観測装置を設置し，2010 年から気象データの連続観測を開
始した．2010⊖2011 年の 2 年間の気象データの日平均値を昭和基地での観測記録
と比較したところ，気温や日射の季節・年変動傾向は酷似しているが，年間を通
じて南方露岩の方が 1⊖2℃温暖であること，風速は昭和基地の観測値の 1/2 程度で
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は 200 W/m2 程度の日射があり，弱風環境であることがわかった．昭和基地よりも
温暖で静穏な南方露岩域の気象環境が，陸上生物群集の分布や活動に多大な影響
を与えている可能性を指摘した．

























Specially Protected Area）として登録されているラングホブデ雪鳥沢（Yukidori Valley, ASPA 
No. 147）をはじめ，多数の蘚類・地衣類の群生地があり，日本南極地域観測隊による蘚類
や地衣類の生育状況の長期方形区観察をはじめとした生物学的研究がなされてきた（Kanda 
















る目的で，陸上植生周辺の ｢微気象観測｣ に取り組んでいる．この一環として第 45⊖51 次隊











　第 51 次日本南極地域観測夏期行動期間中に，雪鳥沢標高約 53 m の地点（69°14′28″S, 39°
44′21″E）ときざはし浜南東端標高約 3 m の地点（69°28′25″S, 39°36′43″E）に同一のデータロ
ガー・センサー構成からなる AWS を設置した（図 1）．AWS は三脚を用いて地上 2.5 m に風
向風速計（Young, 05103）を配し，地上 1.5 m に温湿度計（Vaissala, HMP155D），地上 1 m に相
互被陰しないように展開させたアーム上に日射（Prede, PCM-01（L））・光量子（Prede, PAR-01




を 6 組（3 年間以上の連続観測が可能な電気容量）並列してデータロガーへ接続収納し，連
続気象観測記録を行った．各センサーの仕様に関しては表 1 にまとめた．雪鳥沢 AWS は
2009 年 12 月 26 日，きざはし浜 AWS は 2010 年 2 月 3 日から運用を開始した．







Fig. 1.  Ice-free areas on the Sôya Coast (left, black areas), and the locations of AWSs at Yukidori Zawa in 
Langhovde (right upper panel), and Kizahashi Hama in Skarvsnes (right lower panel).  Maps in right 
panels are the photo-copies published from Geospatial Information Authority of Japan in 2014.
表 1　ラングホブデ雪鳥沢とスカルブスネスきざはし浜に設置した自動気象観測装置の
センサー類の構成




および 2011 年の 24 時間集計データ（気象庁，2012，2013）と，雪鳥沢 AWS およびきざは









　2010 年と 2011 年の昭和基地の年平均気温はそれぞれ－11.5℃，－10.6℃であり，最高/最
低気温は 2010 年が 6.0℃/－39.1℃，2011 年が 4.9℃/－35.2℃となっていた．年間の気温の推
移から 2010 年が 2011 年よりも冬を中心に寒冷であったことがわかる（図 2A）．極夜明け頃
のもっとも寒冷な季節に相当する 7⊖9 月にかけての日平均気温は，2010 年にはしばしば 
－30℃以下を記録していたが，2011 年には日平均気温が－30℃以下を記録した日は 1 日も







和基地と両露岩域の AWS での日平均気温の較差をとると，前述の月平均値でみたように 
1⊖2℃程度，昭和基地よりも各露岩域の気温が平均的に高いことのほか，夏季を中心とした







図 2　昭和基地（A），雪鳥沢（B），きざはし浜（C）の 2010⊖2011 年の日平均気温
Fig. 2.  Daily mean temperature (℃ ) at Syowa Station (A), Yukidori Zawa (B), 











　昭和基地の風速データは 2010 年と 2011 年において，7.1 m/s，6.6 m/s となる年平均風速，
47.8 m/s，46.3 m/s という年最大瞬間風速を記録していた（図 5A）．これに対し，雪鳥沢での
年平均風速（最大瞬間風速）は 2010 年と 2011 年にそれぞれ 3.1（38.8）m/s と 2.9（39.4）m/s
図 3　昭和基地（赤），雪鳥沢（青），きざはし浜（緑）における 2010⊖2011 年の
月別平均気温の推移
Fig. 3.  Monthly mean temperature at Syowa Station (red), Yukidori Zawa (blue), and 
Kizahashi Hama (green) during 2010⊖2011.
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であり，昭和基地よりも風速が 1/2 程度穏やかであることがわかる（図 5B）．きざはし浜に
おいても昭和基地に比べると風は弱く推移しており，2011 年の平均風速（最大瞬間風速）
は 3.5 m/s（43.1 m/s）となっていた（図 5C）．Ohtani ほか（1990，1991，1992）が自動観測で
きた範囲において集計報告した 1988⊖1989 年のラングホブデ雪鳥沢域における月別平均風速
は 1⊖5 m/s の範囲にあり，年平均値としては本研究での値と同等の 3 m/s 前後の値となって
いた．これらからも雪鳥沢は昭和基地での平年値である 7 m/s 程度（気象庁，2013）の半分
以下となる弱風環境であることが推察された．
　昭和基地での強風時の主風向は北北東から北東である（たとえば国立極地研究所，2014）．




Fig. 4.  Difference in daily mean temperature between Yukidori Zawa and Syowa Station (top), 
and between Kizahashi Hama and Syowa Station (bottom).
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図 5　昭和基地（A），雪鳥沢（B），きざはし浜（C）の日平均風速（m/s）
Fig. 5.  Daily mean wind speed (m/s) at Syowa Station (A), Yukidori Zawa (B), 

















に比べ周年約 10%程度低めの値を示していた（図 7）．年間を通じ 60%を中心に 30%ほどの
範囲で変動していた．1988⊖1998 年の雪鳥沢においても，相対湿度は本観測結果と同等の範












2010 年 1 月～2011 年 12 月までの 2 年間で気温が氷点を上回ったのは，昭和基地では 53 日
であったのに対し，雪鳥沢では 102 日，きざはし浜では 2010 年 1 月の未計測の期間（1 月
が一年で最も氷点以上の日となりやすい）があるものの，これを除いても昭和基地よりも多
い 74 日となっていた．気温が 0℃以上であった日を抽出し，その期間の気温の平均値をも
とめたところ，昭和基地では約 1℃，両露岩域では約 2℃となった．また，同期間の風速は








Fig. 7.  Daily mean relative humidity (%) at Syowa Station (A), Yukidori Zawa (B), 
and Kizahashi Hama (C) during 2010⊖2011.
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図 8　昭和基地（A），雪鳥沢（B），きざはし浜（C）の日平均日射（W/m2）
Fig. 8.  Daily mean solar radiation (W/m2) at Syowa Station (A), Yukidori Zawa (B), 
and Kizahashi Hama (C) during 2010⊖2011.
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4．　お わ り に





表 2　2010⊖2011 年に観測された日平均気温が 0℃以上の日数とその時の気象環境の平均値と標準偏差
Table 2.  Days with temperatures above 0℃  during 2010⊖2011 at Syowa, Yukidori Zawa, and Kizahashi 
Hama.  Mean values of temperature, humidity, wind speed and radiation within these days were 
calculated and the signiﬁcance of differences between Syowa and each observation site was assessed 
using t-test.  The standard deviation of each mean value is given in the parentheses.  All mean values 









⑹　気温が 0℃以上となる期間は昭和基地よりも露岩域で 2 倍ほどとなっており，この期間
において風速も弱く，かつ，200 W/m2 前後の日射が記録されていた．
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